
４月の行事予定

8日（火） 始園式
12日（土） 入園式 9：00～

ｸﾗｽ会(親子で降園)
19日（土） 役員会
26日(土) 親子遠足（弁当日）

父母の会予算総会
雨天時：めいろう体育館

※４月は変更及び中止になる場合が

ありますのでご了承下さい。

今月の聖句 「わたしはあなたと共にいる」
イザヤ書43:5

歌手・福山雅治さんの作った歌に「道標」という歌があります。その中に次のような歌詞が出てきま
す。「愛に出逢い 愛を信じ 愛に破れて、愛を憎み 愛で赦し また愛を知る。風に吹かれ 迷いゆれ
て 生きるこの道、あなたの笑顔 それは道標…傷もためらわず 痛みもかまわず「勝つこと」ただそれだけ
が正義と 壊れてもまだ走り続けるわたしにも、あなたはやさしく…」。この歌は、亡き祖母を思い作られた
そうです。そのひととなりが歌詞の中からこぼれ落ちてきそうです。そこには孫と共にいて、見守る優しい祖母
の姿があります。それは競争原理の価値観に染まったこの世界の中で、大切な存在に共にいてもらうこ
とが、どれだけ大きなことであるかを示しています。
2024年度がもうすぐ終わろうとしています。卒園の季節を迎えました。これまで子ども達がすくすくと成長
してきた日々を懐かしみ喜びつつ、それを土台にさらに小学校へとステップアップしていくことに対する期
待と不安が入り混じっているかもしれません。しかし親や家族、信頼できる大人が共にいて支えられた子
は、支えを必要とする誰かのために、今度は自分が共にいてあげられる子に成長していくのです。
「人」という漢字は、互いに支え合っている形になっています。そのような関わりを持っている人は、幸いで
あり、いざという時に強く、頼りになるのです。卒園を控えた園児を抱えておられる保護者の皆さんが、そ
のように子ども達と共にいて、支え、支え合いながら、新しい春を迎えられますように、切に願い祈ります。

協力牧師 池田基宣

２０２４年度 年主題〈さあ、漕ぎだそう 奏でよう〉
0･1･2歳児３月主題「おおきくなったね」 3･4･5歳児３月主題 「希望を持って」
月のねがい 月のねがい

◎神さま、イエス様を大好きと感じる(0)◎戸外に出て春の訪れを感じる(0) ◎神さまに守られて大きくなったことを喜び、感謝する◎友だちと思いを伝え
◎生活のリズムができあがり、安心して過ごすうち心も満たされる(0)◎い 合うことを喜び、互いの思いやその子らしさを受け止め合って過ごす◎心満た
つも神さまが一緒にいて下さることを感じ、感謝する(1.2)◎日々を喜び、安 される日々を経験し、４月からの新しい生活を待ち望む◎共にいて下さった神
心して過ごし進級することを楽しみに待つ(1.2)◎自分でできることが増え、 さまが、これからも導いて下さることを信じ、希望を持つ◎育まれた信頼関係
友だちとの関係を楽しみながら心身共に元気に過ごす(1.2) を土台に、安心して４月からの生活に歩み出していく

まだまだ寒さが続いていますが、園庭に花が咲き始め
花摘みを楽しんでいる子どもたちの姿に春の訪れを感じ
ます。先月は大きな行事のおゆうぎ会、大きな舞台で、
のびのびと表現する子どもたちでしたね。園庭や体育館
でおゆうぎ会の曲が流れると、自分たちがしたおゆうぎ
はもちろん、他のクラスの表現も真似をしながら、おゆ
うぎ会ごっこをして余韻を楽しんでいます。
さて、先日年長児が「休みの日に学校へ歩いて行った

よ！遠くて疲れたー！」と友だちとおしゃべりしていま
した。進学・進級まで残り1ヵ月となり、嬉しさ半分、不
安も半分の時期ではないでしょうか。特に年長児は長く
過ごしたこども園を卒園し、未知の世界の小学校へ！。
新しい環境に慣れていけるか、
友だちができるかなど戸惑い
や不安も多いかと思います。
新しい環境に慣れるのは大人
でも大変なことですね。そん
な時お家でおいしいものを食
べて、あったかいお風呂に入ってホッとひと息。「こんな
ことがあったんだー！」、「大変だったんだ！」と自分の
素直な気持ちを聞いてもらうことで、子どもたちも安心
して過ごしていけると思います。安心できるお家（基地）
は子どもたちの頑張るパワーの源です。
子育てや仕事、家事を頑張っているお父さん、お母さん、
本当にお疲れ様です！忙しい時期ですがどうぞ自分にも
優しくしながら、子どもたちの成長を一緒に喜び合えた
ら嬉しいです。３学期も残りわずかとなりましたが、よ
ろしくお願いします。 大河

退職者のお知らせ

本年度をもちまして、非常勤保育教諭

の石寺ルミ子が退職いたします。皆様に

は長い間大変お世話になり、まことにあ

りがとうございました。

星とたんぽぽ
金子みすゞ

青いお空のそこふかく、
海の小石のそのように、
夜がくるまでしずんでる、
昼のお星はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬものでもあるんだよ。

ちってすがれたたんぽぽの、
かわらのすきにだァまって、
春のくるまでかくれてる、
つよいその根はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬものでもあるんだよ。

３月の行事予定

4日（火） ３月誕生会・弁当日

5日（水） 役員会・監査

8日（土） 卒園式 9:00～
11日（火） お別れ会･給食ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ

19日（水） 修了式 (午前保育)

29（土）,31（月） 年度末休業日
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３月は年長児が卒園式を迎えます。毎年こども園では 間違ってもだいじょうぶ。お祈りをすると、だいじょうぶっ
卒園記念に聖書が送られます。 ていう気持ちが心の中で大きくなります。
聖書には、小さな字がずらーっと並んでいます。聖書はと

ても長くて、難しいところもあるので、大人でも全部読めな 「ありがとう」が、心を豊かにし、
い人もいます。読んでも、なんのことかわからないところも 「ごめんなさい」が、かたくなになった心を柔らかくし、
ありますが、でも、少しずつ読んでいるうちに、大切な言葉 「だいじょうぶ」が、心の底からなる力となるのです。
や大好きな言葉が見つかるのです。

ひとりひとりは、みんな、
聖書には３つの大切なことが書いてあります。 神さまにすばらしい宝物をい

ただいています。これから先
ひとつ目は『ありがとう』 の新しい世界でも、その宝物
神さま、こんなに素晴らしい世界を作ってくださって、あ がますます輝いていきますよ

りがとう。家族や友だちがいて、ありがとう。たくさん遊べ うにと、お祈りしています。
て、美味しいものを食べられて、ありがとう。イエスさまが、 また、がんばるこころも、
私たちを助けてくれ頑張る力をくださって、ありがとう。 助け合うこころも、信じるこ

ころも与えられている子ども
２つ目は、「ごめんなさい」 たちです。
神さまが大事なことを教えて下さっているのに、わからん 新しい世界で、希望の光を

ちんな時があってごめんなさい。ワガママや暴れん坊さんに 絶やすことなく、大きく大き
なっちゃってごめんなさい。 く成長していくことができる

よう祈っております。ご卒園、
３つ目は「だいじょうぶ」 おめでとうございます 。
神さまがいつも見ていて下さるから、だいじょうぶ。家族

や先生やお友だちがいるから、だいじょうぶ。失敗をしたり、 副園長


